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1. I ⊂ R とする．I 上の関数列 {fn(t)} が I 上の関数 f(t) に各点収束することの定義を述べよ．

2. I ⊂ R とする．I 上の関数列 {fn(t)} が I 上の関数 f(t) に一様収束することの定義を述べよ．

3. I ⊂ R とする．I 上の関数列 {fn(t)} がCauchyの条件を満たすとは？

4. I ⊂ R とする．I 上の関数 f(t) が t = t0 ∈ I で連続であることの ε− δ 式定義を述べよ．

5. I 上の連続関数列 {fn(t)} が I 上の関数 f(t) に一様収束するとき f(t) は I で連続であること
を示せ．

6. 一様収束について lim と積分記号が交換できることの定義を講義でやりました．正確な主張を
もう一度書きなさい．

7. 関数項級数
∞∑
n=1

fn(t) が一様収束することの定義を述べよ（必要であると思われるものは全て準

備せよ）．

8. WeierstrassのM-testを述べよ．

9. [0, 1] 上の関数列 fn(t) = nt(1− t)n について以下の問に答えよ．

(1) {fn(t)} は [0, 1] 上ある関数 f(t) に各点収束する．f(t) を求めよ (Hint: |r| < 1 ならば
nrn → 0 (n → ∞))．

(2) fn(t)− f(t) の [0, 1] 上の最大値を求めよ．

(3) {fn(t)} は [0, 1] 上 f(t) に一様収束しないことを示せ (Hint:
(
1− 1

n

)n → e−1 (n → ∞))．

10. fn(t) =
1

1 + t2n
を R 上で考える．連続関数列 {fn(t)} はある関数 f(t) に各点収束する．f(t) を

見ることにより，{fn(t)} は R 上一様収束しないことを示せ．

11. 関数項級数
∞∑
n=1

cos(
√
nt)

n
√
n

は R 上一様収束することを示せ．ただし
∞∑
n=1

1

nα
が収束する α の条

件は証明せずに用いてよい．
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